
発明推進協会の本

意匠法講義

令和4年改正 知的財産権法文集 令和5年4月1日施行版

創英IPラボ編の『出願のてびき』 定価 各1,650円 好評発売中です！

第38版 第43版 第36版 第37版

2023年１月１日から適用されている新基準です！

類似商品・役務審査基準国際分類第12-2023版対応

特許庁 編 A４判 全982頁 定価3,740円 2023年2月28日発行予定

ISBN978-4-8271-1379-2

商標登録出願を行う際は、この「類似商品・役務審査基準」に基づいて指定する具体

的な商品名又は役務名を願書等に記載しなければなりません。そのため、出願人等に

とって、出願や調査等に必要不可欠な資料です。本書は2023年１月１日から適用が開

始された「国際分類第12-2023版」に対応している最新版です。

理系人材を知財の世界に優しく導きます！

知的財産法を理解するための法学入門
杉光一成 著 A５判 全208頁 定価2,420円

2023年３月７日発行予定 ISBN978-4-8271-1380-8

知財実務者は理工系出身者が多いのが現状ですが、理系人材が法律としては応用

編である知的財産法を学ぶには、法律の基礎知識が必要です。しかし、既存の『法学概

論』や『民法入門書』等の書籍は知財とは無関係の内容が多く、難解であることが少な

くない現状に鑑み、本書は、知的財産法の学習に必要となる最低限の法学の知識や向

き合い方を楽しみながら習得できる内容に特化しています。



ご購入のお申し込み ➡ FAX 03-5512-7567
書籍名 定価 送料 部数

類似商品・役務審査基準
国際分類第12-2023版対応

3,740円 実費

知的財産法を理解するための
法学入門

2,420円 実費

特許出願のてびき 第38版 1,650円 360円

実用新案出願のてびき 第43版 1,650円 360円

意匠出願のてびき 第36版 1,650円 360円

商標出願のてびき 第37版 1,650円 360円

発明 2023年３月号 980円 360円

月刊「発明」年間定期購読

年 月号より □１年間 □３年間 □自動継続

◆お問い合わせ先◆
一般社団法人発明推進協会

◆申し込み等：市場開発チーム

TEL  03-3502-5491 FAX 03-5512-7567

E-mail booksupport@jiii.or.jp

◆書籍の内容：出版チーム TEL 03-3502-5433

◆発明推進協会のHPから書籍のご注文をいただいた場合、

「ネット限定サービス」として送料は全国一律の215円！

合計で3,000円以上のお買い上げの場合は送料無料！

http://www.jiii.or.jp ➡「発明推進協会の本」をclick！

◆お客様情報◆

申込日 年 月 日

種 別 □一般 □会員 （ 発明協会）

※一般と会員のいずれかに✓ してください。

※会員の方はどちらの発明協会か、都道府県をご記入ください。

※会員特典：書籍の定価の１割引き！

発 送 □同送を希望する □同送を希望しない

※発行日が異なる書籍を同時にご注文いただいた場合、全てを同送

（まとめて発送）するか否か、いずれかに✓ してください。

住所〒

会社名

部 署

名 前

電 話

E-mail

得意先
コード

※代金を得意先コードで精算する場合はご記入ください。

※ご記入がなかった場合、請求書を送付いたします。

ニッポンのモノづくりと知財部を応援する月刊「発明」

T H E I N V E N T I O N

MARCH 2023

発明 3月号 A４変形判 定価980円（年間購読料10,500円／送料込み）

Special Reportsコロナ禍で生まれた冷凍漬けマグロ丼

2022年は冷凍食品ブームともいわれ、セカンド冷凍庫が販売数を伸ばした。

ブームの理由に挙げられるのが、コロナ禍の外食制限。家庭で調理する機会が増え

たため、少しでもその負担を減らしたいという人々が積極的に利用したのである。

ところが、冷凍のすしや刺し身を見かける機会はほとんどないのではないだろうか。

今回は冷凍食品のなかでもすし職人が自ら開発し、すし店の味を再現することに成

功した冷凍漬けマグロ丼とその特許活用について紹介する。

◆特許よもやま話 わが国の先発明主義について(４)

◆女性発明家、女性活躍推進の取り組み

◆新しいタイプの商標等と需要者アンケート

◆高分子分野の日本特許公報における記載項目別の技術用語

の出現状況

◆特許探偵団 波状外板(Surface having corrugations)

◆デザインとは何だ？ （前編）

「クライテリア＝基準」からデザインについて考える

◆知財部さん、いらっしゃ～い。

知財情報を発信しても全然反応がない！

◆知的財産権判例ニュース 特許権侵害との法的見解の表明それ自

体は意見ないし論評の表明としつつ、告知文書の送付が「虚偽の事

実」の告知に当たると判断した事例

◆欧州のエスプリ～知財便り～

T 1688/20‐部分範囲選択発明の新規性基準

◆米国特許技術論争の論点整理

Extraterritorial Application ～ 域外適用

◆アセアン知財事情

トレンド技術（CASE）に関するタイにおける特許出願動向について

◆少し深読み 特許法 発明該当性（２）


